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第３２回宇都宮市農業委員会定例総会 議事録 

 

日 時  

令和５年３月２２日（水）午後２時から 

場 所  

宇都宮市役所７階 宇都宮市農業委員会室 

出席委員  

田代委員，金田（典）委員，櫻井委員，刈部委員，佐藤委員，篠崎委員（会長），天谷委

員，吉澤委員，関根委員，本多委員，塩田委員，相澤委員，平出委員，恩田委員，岩上委員， 

駒場委員（会長職務代理），金田（裕）委員，鎌倉委員，竹原委員，手塚委員，入江委員，

福田委員（議席番号順） 

欠席委員  

 村田委員（会長職務代理） 

会議経過 

１ 開 会 

出席委員２２名で法定定数に達しているので，開会を宣する。 

２ 会長あいさつ 

    

３ 議長選任 

宇都宮市農業委員会会議規則第４条に，会長は総会の議長となり議事を整理すると規

定されているため，議長を会長とする。 

４ 議事録署名委員の選任 

議事録署名委員の選任は，議長指名となり，議席番号１９番の鎌倉委員，２４番の福田

委員の両名を指名する｡ 

５ 議案の取下げ及び訂正並びに追加について 

  議案の取下げ：なし 

訂正並びに追加：なし 

６ 議 事 

議 長  それでは，本日の議事に入りたいと思います。議案書１ページをお開きくださ

い。日程第１「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」，議案第１

号から６号までの６議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１号から６号までの６議案のうち，議案第５号については，営農型太陽

光発電の農地転用の再許可に伴う区分地上権の設定であるため，関連議案の許

可を条件に許可すべきものと調査しております。 

議案第５号についてご説明いたします。清原地区の申請です。受け人は，申請
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地において営農型太陽光発電事業を行っておりますが，一時転用の期間満了に

伴い，申請地の空中に再度３年間の区分地上権を設定する旨の申請です。設置さ

れている営農型太陽光発電設備の再申請については，関連議案第１９号で説明

させていただきます。また，下部の農地については，合同会社が「落花生」を作

付けしておりましたが，雨により水没して思うような収穫ができなかったこと

から，今後は「ほうれん草」を作付けする計画となっております。本申請は，営

農型太陽光発電施設の許可に伴う区分地上権の申請であることから，関連議案

第１９号の一時転用許可を条件に許可すべきものと調査しております。 

議 長  議案第５号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第５号について，「関連議案第１９号

の許可を条件に許可する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。議案第５号を除く，議案第１号か

ら６号までの５議案について，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１号についてご説明いたします。平石地区の申請です。貸人は，借人の

営農及び営農型太陽光発電事業に協力するため，借人は，営農型太陽光発電施設

を設置し，その下部で営農を行うため，１０年間の使用貸借権を設定する旨の申

請です。申請人の関係は，父と子になります。申請地には，初年度は水稲，二年

目以降は麦を作付けする計画です。借人の経営規模は，４５，８５２平方メート

ルであり，許可要件を満たしております。農機具の調達状況は，トラクター１台，

田植え機１台，コンバイン１台を所有しており営農に支障はありません。また，

申請地は，いずれも耕作可能な農地であることを確認しており，農地法第３条の

許可要件を満たしていると調査しております。なお，本申請は耕作を目的した使

用貸借権の設定であり，関連議案第１５号の営農型太陽光の許可は，本申請を許

可するための条件とはなっておりません。 

議案第２号についてご説明いたします。清原地区の申請です。譲渡人は，経営

規模縮小のため，譲受人は，隣接する農地と併せて耕作するため，申請地を売買

により取得する旨の申請です。申請地には，水稲を作付けする計画です。譲受人

の経営規模は，２９，９２４平方メートルであり，許可要件を満たしております。 

農機具の調達状況は，トラクター１台，田植え機１台，コンバイン１台，草刈り

機１台を所有しており，営農に支障はありません。また，申請地は，いずれも耕

作可能な農地であることを確認しており，農地法第３条の許可要件を満たして

いると調査しております。 

議案第３号についてご説明いたします。清原地区の申請です。譲渡人は，相続

したが耕作できないため，譲受人は，近隣の農地と併せて耕作するため，申請地
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を売買により取得する旨の申請です。譲受人の経営規模は，５６３，４６２平方

メートルであり，許可要件を満たしております。申請地には，野菜を作付する計

画です。農機具の調達状況は，トラクター１台を所有しており，営農に支障はあ

りません。また，申請地は，耕作可能な農地であることを確認しており，農地法

第３条の許可要件を満たしていると調査しております。  

議案第４号についてご説明いたします。清原地区の申請です。譲受人は，死因

贈与により，農地を取得する旨の申請です。死因贈与とは贈与者と受贈者の契約

に基づく贈与の一種であり，民法上，贈与者が死亡したときに贈与の効力が生じ

るものです。また，贈与者は既に死亡しており，申請書には生前に贈与者と受贈

者が共同で作成した公正証書が添付されております。なお，申請自体は相続人全

員からの申請となっており，手続上は問題ありません。申請地には，水稲を作付

けする計画です。譲受人の経営規模は，芳賀町の耕作地と併せて８６，５０７平

方メートルであり，利用状況については，芳賀町農業委員会事務局に確認済です。 

農機具の調達状況は，トラクター２台，田植え機２台，コンバイン２台を所有し

ており，営農に支障はありません。また，申請地は，すべて耕作可能な農地であ

ることを確認しており，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査してお

ります。 

議案第６号についてご説明いたします。雀宮地区の申請です。譲受人は，世帯

内贈与により，農地を取得する旨の申請です。贈与税の支払い意思は確認してお

ります。なお，申請人の関係は，兄と妹であり，今回の贈与により，全ての耕作

地が譲受人の単独所有地になります。申請地には，水稲を作付する計画です。譲

受人の経営規模は，９４，７１３平方メートルであり，許可要件を満たしており

ます。農機具の調達状況は，トラクター２台，田植機１台，コンバイン１台を所

有しており，営農に支障はありません。申請地は，耕作可能な農地であることを

確認しており，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第５号を除く，議案第１号から６号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第５号を除く，議案第１号から６号に

ついて，「申請のとおり許可する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。２ページをお開きください。「農

地法第３条第１項の規定による許可申請について」，議案第７号から１１号まで

の５議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第７号についてご説明いたします。城山地区の申請です。譲渡人は，譲受

人の営農に協力するため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を贈

与により取得する旨の申請です。なお，議案第７号と８号は，申請人の２人がそ
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れぞれ譲渡人と譲受人となっており，お互いの耕作の利便性を向上させるため

の申請になっております。申請地には，果樹を作付する計画です。譲受人の経営

規模は，２２，５０６平方メートルであり，許可要件を満たしております。農機

具の調達状況は，トラクター１台，スピードスプレイヤー１台を所有しており，

営農に支障はありません。また，申請地は，すべて耕作可能な農地であることを

確認しており，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しております。  

議案第８号についてご説明いたします。城山地区の申請です。譲渡人は，譲受

人の営農に協力するため，譲受人は，近隣の農地と併せて耕作するため，申請地

を贈与により取得する旨の申請です。申請地には，果樹を作付する計画です。譲

受人の経営規模は，３１，８１０平方メートルであり，許可要件を満たしており

ます。農機具の調達状況は，トラクター１台，スピードスプレイヤー１台を所有

しており，営農に支障はありません。また，申請地は，耕作可能な農地であるこ

とを確認しており，農地法第３条の許可要件を満たしていると調査しておりま

す。 

議案第９号についてご説明いたします。城山地区の申請です。譲渡人は，譲受

人の営農に協力するため，譲受人は，隣接地と併せて耕作するため，申請地を売

買により取得する旨の申請です。申請地には，野菜を作付する計画です。譲受人

の経営規模は，２５，１５８平方メートルであり，許可要件を満たしております。

農機具の調達状況は，トラクター３台を所有しており，営農に支障はありません。

また，申請地は，耕作可能な農地であることを確認しており，農地法第３条の許

可要件を満たしていると調査しております。 

議案第１０号についてご説明いたします。篠井地区の申請です。譲渡人は，進

入路がなく耕作が不便なため，譲受人は，自宅隣接の農地を耕作するため，申請

地を売買により取得する旨の申請です。申請地には，野菜を作付けする計画です。

借受人の経営規模は，１，８３３平方メートルとなっておりますが，農地法施行

令第２条第３項第３号「その位置，面積，形状等からみてこれに隣接する農地又

は採草放牧地と一体として利用しなければ利用することが困難と認められる農

地又は採草放牧地につき，当該隣接する農地又は採草放牧地を現に耕作又は養

畜の事業に供している者が権利を取得すること。」に該当することから，下限面

積を満たしておりませんが，問題ないものと調査しております。農機具の調達状

況は，トラクター１台を所有しており，営農に支障はありません。また，申請地

は，耕作可能な農地であることを確認しており，農地法第３条の許可要件を満た

していると調査しております。 

議案第１１号についてご説明いたします。篠井地区の申請です。譲渡人は，相

続したが耕作できないため，譲受人は，経営規模拡大のため，申請地を売買によ

り取得する旨の申請です。申請地には，水稲を作付する計画です。譲受人の経営
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規模は，５４５，５０２平方メートルであり，許可要件を満たしております。農

機具の調達状況は，トラクター４台，田植機１台，コンバイン２台，ブームスプ

レイヤー２台を所有しており，営農に支障はありません。また，申請地は，耕作

可能な農地であることを確認しており，農地法第３条の許可要件を満たしてい

ると調査しております。 

議 長  議案第７号から１１号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第７号から１１号について，「申請の

とおり許可する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。３ページをお開きください。「農

地法第３条第１項の規定による許可申請について」，議案第１２号を上程します。

事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１２号についてご説明いたします。上河内地区の申請です。譲渡人は，

相続したが耕作できないため，譲受人は，経営規模拡大のため，申請地を売買に

より取得する旨の申請です。申請地の田には水稲，畑にはネギを作付する計画で

す。譲受人の経営規模は，１８，７４３平方メートルであり，許可要件を満たし

ております。農機具の調達状況は，田植機１台，トラクター１台，コンバイン１

台，草刈機１台を所有しており，営農に支障はありません。また，申請地は，す

べて耕作可能な農地であることを確認しており，農地法第３条の許可要件を満

たしていると調査しております。 

議 長  議案第１２号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第１２号について，「申請のとおり許

可する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。４ページをお開きください。日程

第２「農地法第４条第１項の規定による許可申請について」，議案第１３号及び

１４号について，一括上程します。なお，議案第１４号については，２３番委員

の親族が申請人となっておりますので，議事参与の制限により，審議が終了する

まで退出していただきます。まず，該当する議案を先に審議いたしますので，２

３番委員の退出を願います。 

委 員  （２３番委員退出） 

議 長  議案第１４号について，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１４号についてご説明いたします。横川地区の申請です。申請人は，も

み殻の飛散防止のため，もみ殻保管庫を設置する旨の申請です。土地利用計画に
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ついては，宅地６６平方メートルを同時利用し，もみ殻保管庫１棟を設置するも

ので，給排水設備は設けず，敷地は砂利敷きとし，雨水は敷地内に自然浸透させ

る計画となっております。資金計画については，建物建築費等を全額自己資金に

より賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付されております。申請地は農振農

用地でありますが，令和５年２月６日付で用途区分の変更がされており，農地法

第４条第６項ただし書に規定する「農用地区域内農地を農振法第８条第４項に

規定する農用地利用計画において指定された用途に供する場合」に該当し，立地

基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障が

ないことから，農地法第４条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議 長  議案第１４号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第１４号について，「申請のとおり許

可する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。議案第１４号が終了しましたので，

２３番委員に入室・着席していただきます。 

委 員  （２３番委員入室） 

議 長  それでは，議案第１３号について，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１３号についてご説明いたします。横川地区の申請です。申請人は，耕

作の利便性を向上させるため，農業用倉庫及び駐車場を設置する旨の申請です。

申請人は下野市に在住しており，自宅から申請地まで５．３キロメートル，所要

時間は１３分とのことです。また，宇都宮市内にいくつか耕作地があり，耕作の

利便性を考慮した結果，今回の申請地を選定したものです。土地利用計画につい

ては，農業用倉庫２棟，農業従事者用駐車場を設置する計画で，申請地は砂利敷

きとし，給水は井戸水，排水は合併処理浄化槽で処理後敷地内処理，雨水は敷地

内に自然浸透させる計画となっております。資金計画については，建物建築費等

を全額自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付されておりま

す。申請地は農振農用地でありますが，令和５年２月６日付で用途区分の変更が

されており，農地法第４条第６項ただし書に規定する「農用地区域内農地を農振

法第８条第４項に規定する農用地利用計画において指定された用途に供する場

合」に該当し，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，

転用の実行も支障がないことから，農地法第４条の許可要件を満たしていると

調査しております。 

議 長  議案第１３号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第１３号について，「申請のとおり許
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可する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。５ページをお開きください。日程

第３「農地法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第１５号から

２１号までの７議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１５号から２１号までの７議案のうち，議案第１５号及び１９号につ

いては，営農型太陽光に係る転用のため，条件を付して許可すべきものと調査し

ております。 

まず，議案第１５号についてご説明いたします。平石地区の申請です。借受人

が売電するため，営農型太陽光発電施設を運営するにあたり，申請地に１０年間

の使用貸借権を設定し，太陽光パネルの支柱用地として一時転用する旨の申請

です。転用面積は，太陽光パネルを支える支柱１１２本の合計面積であり，特定

図での申請となっております。また，パネルの下部の農地については，認定農業

者である転用事業者本人が耕作する計画で１年目は水稲，２年目以降は麦を作

付けする計画となっており，契約の期間は最大の１０年となっております。設置

される太陽光パネルの総面積は１，６７６平方メートルで，太陽光パネルが設置

されることによる遮光率は，２８．７パーセントとなっております。なお，申請

書には必要な知見を有するものの意見として，宇都宮農業協同組合宇都宮東部

営農経済センター営農課長の意見書が添付されております。申請者は，令和２年

９月２５日に東京電力パワーグリッド株式会社と接続契約を締結し，令和３年

１月８日に関東経済産業局から事業計画認定を受けております。申請地におけ

る太陽光発電の概要ですが，太陽光発電モジュール２８８枚を設置し，年間発電

量１３７，２４２キロワットアワーを予定しており，売電単価税抜１３円で計算

いたしますと，年間の売電収入は１４２万円程度となる見込みです。資金計画に

ついては，事業費の全額を自己資金で賄う計画となっており，金融機関の残高証

明書が添付されております。申請地は農振農用地で，原則として許可できないも

のとされておりますが，営農を継続しながら上部空間に太陽光発電施設を設置

する一時転用であり，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題

はなく，転用の実行も支障がないことから，農地法第５条許可要件を満たしてい

ると調査しておりますが，営農型発電設備にかかる事業であることから，次の５

つの許可条件が必要です。 

１ 営農型発電設備の下部の農地における営農の適切な継続が確保され，支

柱がこれを前提として設置される当該設備を支えるためのものとして利用され

ること 

２ 営農型発電設備の下部の農地において生産された農作物に係る状況を，

毎年報告すること。また，報告内容について，必要な知見を有する者の確認を受
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けること 

３ 営農型発電設備の下部の農地において営農の適切な継続が確保されなく

なった場合又は確保されないと見込まれる場合には，適切な日照量の確保等の

ために必要な改善措置を迅速に講ずること 

４ 営農型発電設備の下部の農地において営農の適切な継続が確保されなく

なった場合若しくは確保されないと見込まれる場合，営農型発電設備を改築す

る場合又は営農型発電設備による発電事業を廃止する場合には，遅滞なく，報告

すること 

５ 営農型発電設備の下部の農地における営農が行われない場合又は営農型

発電設備による発電事業が廃止される場合には，支柱を含む当該設備を速やか

に撤去し，農地として利用することができる状態に回復すること 

     これらの条件を付して，許可すべきものと調査しております。 

議 長  議案第１５号について，質疑願います。 

委 員  必要な知見を有するものの意見として，宇都宮農業協同組合宇都宮東部営農

経済センター営農課長の意見で十分なのか。宇都宮農業協同組合代表理事組合

長でなくてよいのか。 

事務局  調査しておきます。 

議 長  その他意見等がなければ，議案第１５号について，「営農型太陽光に係る条件

を付して許可する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。条件付きとした議案第１９号につ

いて，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１９号についてご説明いたします。清原地区の申請です。借受人は営農

型太陽光発電により売電しているが，一時転用期間満了に伴い，申請地に３年間

の賃借権を再設定し，売電を継続する旨の一時転用の申請です。転用面積は，太

陽光パネルを支える支柱６７本の合計面積であり，特定図での申請となってお

ります。借受人は，平成１５年７月２９日に設立した法人で，太陽光システムの

販売等を主な目的としております。パネルの下部の農地については，議案第５号

で説明したとおり，ほうれん草を作付けする計画となっております。設置される

太陽光パネルの総面積は３９３．１２平方メートルで，太陽光パネルが設置され

ることによる遮光率は，３５．７パーセントとなっております。なお，申請書に

は必要な知見を有する者の意見として，一般社団法人いばらき自然エネルギー

協会からの意見書が添付されております。申請者は，平成２９年３月２７日に東

京電力パワーグリッド株式会社と接続契約を締結し，平成２９年２月７日に関

東経済産業局から事業計画認定を受けております。申請地における太陽光発電

の概要ですが，太陽光発電モジュール２３４枚を設置し，年間発電量８２，３５
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０キロワットアワーを予定しており，売電単価税抜２４円で計算いたしますと，

年間の売電収入は２１７万円程度となる見込みです。資金計画については，事業

費の全額を自己資金で賄う計画となっており，金融機関の残高証明書が添付さ

れております。申請地は農振農用地で，原則として許可できないものとされてお

りますが，営農を継続しながら上部空間に太陽光発電施設を設置する一時転用

であり，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題はなく，転用

の実行も支障がないことから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査し

ておりますが，営農型発電設備にかかる事業であることから，議案第１５号で説

明した先ほどの５つの条件を付して，許可すべきものと調査しております。 

議 長  議案第１９号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第１９号について，「営農型太陽光に

係る条件を付して許可する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。審議済の２議案を除く，議案第１

５号から２１号について，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１６号についてご説明いたします。清原地区の申請です。譲受人は，持

家がないため，申請地を売買及び贈与により取得し，自己用住宅を建築する旨の

申請です。譲受人は，譲渡人の上段に記載の方の子であり，都市計画法第３４条

第１４号の「市街化調整区域内に長期居住する者のための自己用住宅」に該当し

ます。給排水計画については，給水は市の上下水道に接続，雨水は敷地内に自然

浸透させる計画です。資金計画については，建物建築費及び土地取得費等を全額

融資により賄う計画で，金融機関の融資見込証明書が添付されております。申請

地は，令和４年１２月２３日付けで農振除外となり，除外後は，農地の集団的な

規模が，１０ヘクタール以上の区域に位置することから第１種農地と判断して

おり，原則として許可できないものとされておりますが，第１種農地の不許可の

例外規定である，農地法施行規則第３３条第４号，「住宅その他申請に係る土地

の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な施設で，集落

に接続して設置されるもの（以降，「集落に接続して設置されるもの」）」に該当

することから，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，

転用の実行も支障がないことから，農地法第５条の許可要件を満たしていると

調査しております。 

議案第１７号についてご説明いたします。清原地区の申請です。譲受人は，事

業拡充に伴い，申請地を売買により取得し，既存社会福祉施設を増築する旨の申

請であり，都市計画法第３４条１号の「公益上必要な建築物として社会福祉施設」

に該当します。譲受人は，平成９年１０月２日に設立した法人で，老人デイサー
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ビス事業及び障害福祉サービス事業等を主な目的としております。土地利用計

画については，敷地内はアスファルト敷き及び砂利敷きとし，既存の施設を増築

し，現在のデイサービス事業及びグループホーム事業も行う計画となっており，

２０台分の駐車場も整備する計画となっております。給排水計画については，市

の上下水道に接続，雨水はアスファルト敷きの部分については浸透槽にて敷地

内で処理し，砂利敷き部分については自然浸透させる計画です。また，東側から

の乗入れに際し東側の道路及び敷地内に側溝を敷設するにあたり西側の道路の

一部を施工するため，宇都宮土木事務所及び市道路管理課に道路工事施工承認

の申請済であります。資金計画については，土地取得費及び建物建築費等を全額

自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付されております。申請

地は，相当数の街区を形成し，街区の面積に占める宅地の面積の割合が４０パー

セントを超えている区域内に位置していることから第３種農地と判断しており，

立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支

障がないことから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第１８号についてご説明いたします。清原地区の申請です。譲受人は，売

電するため，申請地を売買により取得し，太陽光発電施設を設置する旨の申請で

す。譲受人は，令和３年９月２２日に設立した法人で，再生可能エネルギー発電

事業を主な目的としております。本件は，非 FIT法による売電を行うもので，譲

受人と小売電気事業者との間で，非 FIT 太陽光発電所で発電された電気の売買

契約を締結しております。申請地における太陽光発電の概要ですが，太陽光発電

モジュール１６０枚を設置し，年間発電量９２，１７０キロワットアワーを予定

しており，売電単価税抜１１円で計算いたしますと，年間の売電収入は１０１万

円程度となる見込みです。土地利用計画については，周囲をフェンスで囲み，特

に整地等は行わず，草刈により管理する計画で，雨水は敷地内に自然浸透させる

計画です。資金計画については，土地取得費等を全額自己資金により賄う計画で，

金融機関の残高証明書が添付されております。申請地は農地の集団的な規模が，

０．１ヘクタールの区域に位置することから第２種農地と判断しており，立地基

準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がな

いことから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第２０号についてご説明いたします。瑞穂野地区の申請です。借受人は，

持家がないため，申請地に３０年間の使用貸借権を設定し，自己用住宅を建築す

る旨の申請です。借受人は，貸付人の孫であり，都市計画法第３４条１４号の「市

街化調整区域内に長期居住する者のための自己用住宅」に該当します。給排水計

画については，給水は市の上水道に接続，排水は合併処理浄化槽により敷地内処

理とし，雨水は敷地内に自然浸透させる計画です。資金計画については，建物建

築費等を全額融資により賄う計画で，金融機関の融資見込証明書が添付されて
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おります。申請地は，瑞穂野地区市民センターから５００メートル以内の場所に

位置することから第２種農地と判断しており，立地基準では許可に支障はなく，

申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないことから，農地法第５条

の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第２１号についてご説明いたします。瑞穂野地区の申請です。借受人は，

持家がないため，申請地に３０年間の使用貸借権を設定し，自己用住宅を建築す

る旨の申請です。借受人は，貸付人の甥であり，都市計画法第３４条１４号の「線

引き前から親族が所有する土地における住宅」に該当します。給排水計画につい

ては，給水は市の上水道に接続，排水は合併処理浄化槽により敷地内処理とし，

雨水は敷地内に自然浸透させる計画です。資金計画については，建物建築費等を

全額融資により賄う計画で，金融機関の融資見込証明書が添付されております。

申請地は農地の集団的な規模が，１０ヘクタール以上の区域に位置することか

ら第１種農地と判断しており，原則として許可できないものとされております

が，第１種農地の不許可の例外規定である，農地法施行規則第３３条第４号，「集

落に接続して設置されるもの」に該当することから立地基準では許可に支障は

なく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないことから，農地法

第５条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議 長  審議済の２議案を除く，議案第１５号から２１号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。審議済の２議案を除く，議案第１５号から

２１号について，「申請のとおり許可する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。６ページをお開きください。「農

地法第５条第１項の規定による許可申請について」，議案第２２号から２８号ま

での７議案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  議案第２２号及び２３号については，譲受人が同一のため，併せてご説明いた

します。城山地区の申請です。譲受人は，売電するため，申請地を売買により取

得し，太陽光発電施設を設置する旨の申請です。譲受人は，令和３年３月３１日

に設立した法人で，再生可能エネルギー発電事業を主な目的としております。本

件は，非 FIT法による売電を行うもので，譲受人と小売電気事業者との間で，非

FIT太陽光発電所で発電された電気の売買契約を締結しております。今回の申請

地における太陽光発電の概要ですが，議案第２２号及び２３号ともに同じ内容

であり，それぞれ太陽光モジュール１８９枚を設置し，年間発電量１０８，６０

２キロワットアワーを予定しており，売電単価税抜き１１円で計算しますと，年

間の売電収入は９４万円程度となる見込みです。土地利用計画については，周囲

をフェンスで囲み，特に整地等は行わず，草刈により管理する計画で，雨水は敷
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地内に自然浸透させる計画です。資金計画については，土地取得費等を全額自己

資金により賄う計画で，金融機関の残高証明書が添付されております。申請地は

農地の集団的な規模が約１．４ヘクタールの区域に位置することから第２種農

地と判断しており，立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題な

く，転用の実行も支障がないことから，農地法第５条の許可要件を満たしている

と調査しております。 

議案第２４号についてご説明いたします。国本地区の申請です。借受人は持家

がないため，申請地に３０年間の使用貸借権を設定し，自己用住宅を建築する旨

の申請です。借受人は，貸付人の子であり，都市計画法第３４条１４号の「線引

き前から親族が所有する土地における住宅」に該当します。給排水計画について

は，給水は市の上水道に接続，排水は合併処理浄化槽により敷地内処理とし，雨

水は敷地内に自然浸透させる計画です。資金計画については，建物建築費等を融

資及び自己資金により賄う計画で，金融機関の融資見込証明書及び残高証明書

が添付されております。申請地は，農地の集団的な規模が１０ヘクタール以上の

区域に位置することから第１種農地と判断しており，原則として許可できない

ものとされておりますが，第１種農地の不許可の例外規定である，農地法施行規

則第３３条第４号，「集落に接続して設置されるもの」に該当することから，立

地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障

がないことから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第２５号についてご説明いたします。豊郷地区の申請です。借受人は，持

家がないため，申請地に３０年間の使用貸借権を設定し，自己用住宅を建築する

旨の申請です。借受人は，貸付人の孫であり，都市計画法第３４条１４号の「市

街化調整区域内に長期居住する者のための自己用住宅」に該当します。給排水計

画については，給水は市の上水道に接続，排水は合併処理浄化槽により敷地内処

理とし，雨水は敷地内に自然浸透させる計画となっております。資金計画につい

ては，建物建築費等を全額融資により賄う計画で，金融機関の融資見込証明書が

添付されております。申請地は，農地の集団的な規模が１０ヘクタール以上の区

域に位置することから第１種農地と判断しており，原則として許可できないも

のとされておりますが，第１種農地の不許可の例外規定である，農地法施行規則

第３３条第４号，「集落に接続して設置されるもの」に該当することから，立地

基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障が

ないことから，農地法第５条許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第２６号及び２７号は関連するため併せてご説明いたします。上河内地

区の申請です。申請人である転用事業者は，資材置場が不足しているため，議案

第２６号の申請地を売買により取得及び議案第２７号の申請地に２０年間の賃

借権を設定し，資材置場を整備する旨の申請で，同地利用地の山林５２５平方メ
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ートルも今回の事業計画に含まれます。譲受人は，平成１６年１０月１３日に設

立された法人で，鉄骨工事請負業を主な目的としております。土地利用計画につ

いては，敷地内は砂利敷きとし，門型クレーン及び鉄骨製品の置場を整備するも

ので，給排水設備は設けず，雨水は敷地内に自然浸透させる計画です。資金計画

については，事業費等の全てを自己資金により賄う計画で，金融機関の残高証明

書が添付されております。申請地は農地の集団的な規模が，約１．９ヘクタール

の区域に位置することから第２種農地と判断しており，立地基準では許可に支

障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支障がないことから，農

地法第５条の許可要件を満たしていると調査しております。 

議案第２８号についてご説明いたします。河内地区の申請です。譲受人は，持

家がないため，申請地を贈与により取得し，自己用住宅を建築する旨の申請です。

贈与税の支払い意思は確認済みです。譲受人は，譲渡人の子であり，都市計画法

第３４条第１４号の「線引き前から親族が所有する土地における住宅」に該当し

ます。給排水計画については，給水は市の上水道に接続，排水は合併処理浄化槽

により敷地内処理とし，雨水は自然浸透する計画となっております。資金計画に

ついては，建物建築費等を全額融資により賄う計画で，金融機関の融資見込証明

書が添付されております。申請地は農地の集団的な規模が，１０ヘクタール以上

の区域に位置することから第１種農地と判断しており，原則として許可できな

いものとされておりますが，第１種農地の不許可の例外規定である，農地法施行

規則第３３条第４号，「集落に接続して設置されるもの」に該当することから，

立地基準では許可に支障はなく，申請事由についても問題なく，転用の実行も支

障がないことから，農地法第５条の許可要件を満たしていると調査しておりま

す。 

議 長  議案第２２号から２８号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第２２号から２８号について，「申請

のとおり許可する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。７ページをお開きください。日程

第４「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計

画（利用権設定）の決定について」，議案第２９号から３８号までの１０議案に

ついて，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画

（利用権設定）の決定」について，ご説明させていただきます。相対による契約

になります。 

議案第２９号は，平石地区の計画です。田の貸し借りになります。 



14 

 

議案第３０号から議案第３２号は，清原地区の計画です。田の貸し借りが１件，

畑の貸し借りが２件です。 

議案第３３号から議案第３８号は，河内地区の計画です。田の貸し借りになり

ます。 

これらの計画は所有者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しましたと

ころ，いずれも適正な計画であると調査しております。  

議 長  議案第２９号から３８号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第２９号から３８号について，「計画

のとおり決定する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。８ページをお開きください。日程

第５「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計

画（農地中間管理事業）の決定について」，議案第３９号から１４ページ１３７

号までの９９議案について，一括上程します。なお，議事参与の制限により，審

議が終了するまで退出していただく案件いくつかありますので，該当する議案

を先に審議いたします。まず，８ページ議案第５７号，５９号及び６０号は，２

３委員の親族が借受者となっておりますので，２３番委員の退出を願います。 

委 員  （２３番委員退出） 

議 長  それでは，議案第５７号，５９号及び６０号について，事務局の説明を願いま

す。 

事務局  「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画

（農地中間管理事業）の決定」について，ご説明させていただきます。集積計画

一括方式による契約になります。 

議案第５７号，議案第５９号及び議案第６０号をご説明いたします。議案第５

７号，議案第５９号及び議案第６０号の借受者は，議席番号２３番委員の親族で

ございまして，横川地区の計画です。田の貸し借りになります。 

これらの計画は所有者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しましたと

ころ，適正な計画であると調査しております。 

議 長  議案第５７号，５９号及び６０号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第５７号，５９号及び６０号について，

「計画のとおり決定する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。議案第５７号，５９号及び６０号

が終了しましたので，２３番委員に入室・着席していただきます 
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委 員  （２３番委員入室） 

議 長  次に，１２ページ議案第１０２号は，１５番委員が借受者となっておりますの 

  で，１５番委員の退出を願います。 

委 員  （１５番委員退出） 

議 長  それでは，議案第１０２号について，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第１０２号をご説明いたします。議案第１０２号の借受者は，議席番号１

５番委員でございまして，上河内地区の計画です。田の貸し借りになります。 

この計画は所有者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しましたところ， 

適正な計画であると調査しております。 

議 長  議案第１０２号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第１０２号について，「計画のとおり

決定する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。議案第１０２号が終了しましたの

で，１５番委員に入室・着席していただきます 

委 員  （１５番委員入室） 

議 長  審議済みの４議案を除く，議案第３９号から１３７号までの９５議案につい

て，事務局の説明を願います。 

事務局  議案第３９号及び議案第４０号は，平石地区の計画です。田の貸し借りになり

ます。 

議案第４１号から議案第５０号は，清原地区の計画です。田の貸し借りが５件，

畑の貸し借りが５件です。 

議案第５１号から議案第５３号は，瑞穂野地区の計画です。田の貸し借りにな

ります。 

議案第５４号から議案第５６号及び議案第５８号は，横川地区の計画です。田

の貸し借りになります。 

議案第６１号から９ページ議案第６６号は，雀宮地区の計画です。田の貸し借

りが５件，田と畑の貸し借りが１件です。 

議案第６７号から議案第７１号は，城山地区の計画です。田の貸し借りになり

ます。 

議案第７２号から１０ページ議案第８０号は，国本地区の計画です。田の貸し

借りが８件，畑の貸し借りが１件です。 

議案第８１号及び議案第８２号は，篠井地区の計画です。田の貸し借りになり

ます。 

議案第８３号から１１ページ議案第８７号は，富屋地区の計画です。田の貸し
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借りになります。 

議案第８８号から議案第９１号は，豊郷地区の計画です。田の貸し借りになり

ます。 

議案第９２号から１２ページ議案第１０１号及び議案第１０３号から議案第

１０８号は，上河内地区の計画です。田の貸し借りになります。 

議案第１０９号から１４ページ議案第１３７号は河内地区の計画です。田の

貸し借りになります。 

これらの計画は所有者・借受者・土地の地番・面積・台帳等と照合しましたと

ころ，適正な計画であると調査しております。 

議 長  審議済みの４議案を除く，議案第３９号から１３７号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。審議済みの４議案を除く，議案第３９号か

ら１３７号について，「計画のとおり決定する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。１５ページをご覧ください。日程

第６「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計

画（利用権移転）の決定について」，議案第１３８号から１４３号までの６議案

について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  日程第６「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用

集積計画（利用権移転）の決定」について，ご説明させていただきます。 

     議案第１３８号から議案第１４３号はいずれも横川地区の計画でございまし

て，貸付人と田の利用権を設定している耕作者が子に経営を移譲するため，砂田

町，さるやま町，下栗町及び屋板町の田１６筆計３３，７３１平方メートルの利

用権を移転するものでございます。この計画は台帳等と照合しましたところ，適

正な計画であると調査しております。 

議 長  議案第１３８号から１４３号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第１３８号から１４３号について，「計

画のとおり決定する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。１６ページをお開きください。日

程第７「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積

計画（所有権移転）の決定について」，議案第１４４号から１５０号までの７議

案について，一括上程します。事務局の説明を願います。 

事務局  「農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画

（所有権移転）の決定」について，ご説明させていただきます。 
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議案第１４４号は，清原地区の計画です。譲受人の公益財団法人栃木県農業振

興公社（以下，「県公社」と言います。）が，譲渡人から，板戸町の田１筆５，５

３４平方メートルを売買により取得するものでございます。 

議案第１４５号は，瑞穂野地区の計画です。譲受人が，経営規模拡大のため，

県公社から，上桑島町の畑４筆計５，６６０平方メートルを売買により取得する

ものでございます。 

議案第１４６号は横川地区の計画です。譲受人が，経営規模拡大のため，県公

社から，上横田町の田１筆１，７５４平方メートルを売買により取得するもので

ございます。 

議案第１４７号は雀宮地区の計画です。譲受人が，経営規模拡大のため，県公

社から，東谷町の田１筆，下横田町の田１筆計５，７０１平方メートルを売買に

より取得するものでございます。 

議案第１４８号は姿川地区の計画です。譲受人が，経営規模拡大のため，県公

社から，幕田町の田１筆１，１１７平方メートルを売買により取得するものでご

ざいます。 

議案第１４９号は豊郷地区の計画です。譲受人の県公社が，譲渡人から，横山

町の田及び畑４筆計７，５３２平方メートルを売買により取得するものでござ

います。 

議案第１５０号は河内地区の計画です。譲受人の県公社が，譲渡人から，下田

原町の田１筆２，３５３平方メートルを売買により取得するものでございます。 

これらの計画は，農地中間管理機構である県公社が行う農地売買等事業であ

り，農用地の売渡申出書，農用地等買受申込書が提出されており，移転の土地，

契約の内容，譲渡の状況等調査いたしましたところ，いずれも適正な計画である

と調査しております。   

議 長  議案第１４４号から１５０号について，質疑願います。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第１４４号から１５０号について，「計

画のとおり決定する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。１７ページをお開きください。日

程第８「所有者不明農地の公示について」，議案第１５１号を上程します。事務

局の説明を願います。 

事務局  日程第８「所有者不明農地の公示について」ご説明いたします。こちらは，平

成３０年の基盤法，農地法の改正により，所有者不明農地の活用が図られた制度

で，本市につきましては，初めての適用になります。資料につきましては，議案

書のほか，参考資料と併せてご説明いたします。議案の説明に入る前に，まず，
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本制度につきまして，簡単に説明いたします。参考資料の別紙２をご覧ください。

まず，本制度の概要について説明いたします。農地の利用状況調査で把握した

「遊休農地」や「耕作者が不在または不在となることが確実な農地」を農地バン

クに貸し付けようとする場合，農地の所有者が分からないとき，共有地で過半の

持ち分を有するものの所在が分からないときは，農業委員会が所有者を探索す

ることになっております。探索によって，それらのものが判明しなかった場合は，

農業委員会がその旨を公示し，最終的に知事の裁定を経て農地バンクに利用権

を設定します。農業委員会が探索する範囲は，登記名義人の配偶者と子までに限

定されております。本制度は大きく分けて，所有者が１人も判明しない場合，相

続放棄されている場合は農地法，共有者の１人以上が判明している場合は基盤

法・バンク法により手続きを行います。概要の説明は以上ですが，本制度は，昨

年５月の法改正により４月からは，利用権の設定期間の上限を２０年から４０

年に引上げ，探索後の公示期間が６か月から２か月に短縮され，更に活用しやす

くなりました。事務処理の流れは裏面と併せご覧ください。所有者不明農地につ

きましては，本議案のとおりとなりますが，参考資料を使ってご説明いたします。

参考資料の１ページをお開きください。 

１ 所有者不明農地の概要は下記のとおりとなります。位置図・現況写真は別

紙１のとおりとなります。 

２ 所有者等の探索結果は下記のとおりとなります。 

３ 当該地における権利設定は下記のとおりとなります。 

借受予定者は，御田長島町の農家ですが，委員が利用調整を行いました。借用

期間は１０年で，賃借料は同様の農地を参考に決定します。賃借料は農地バンク

が一括して供託します。最後にスケジュールですが，借受予定者の利用開始は来

年の１月頃になる予定です。 

議 長  議案第１５１号について，質疑願います。 

 委 員  相続放棄をして，農業委員会が公示したあと，所有者はだれのものになるのか。 

 事務局    調査しておきます。 

 議 長  他にありませんか。 

 委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。議案第１５１号について，「原案のとおり

公示する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。１８ページをお開きください。日

程第９「令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）」を上程します。事務局の

説明を願います。 

事務局  日程第９「令和５年度最適化活動の目標の設定等」についてご説明いた 
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します。こちらは，本年度の４月の第５回定期総会において「令和４年度最適化

活動の目標の設定等」について定めたところですが，農林水産省経営局長通知

「農業委員会による最適化活動の推進等について」におきまして，「農業委員会

は，毎年度，３月末までに翌年度の最適化活動の目標を設定し，４月末までに公

表するとともに，都道府県知事に報告する」ものなっております。本来であれば，

認定農業者数や農地の集積面積が確定する４月に目標を設定したいところです

が，現時点における目標等を暫定的に決定し，４月の定期総会において，確定し

た数値に置き換えお諮りいたします。それでは，1 農業委員会の状況（令和５

年４月１日現在）をご覧ください。１ 農業委員会の現在の体制，２ 農家・農

地等の概要は下記のとおりですが，認定農業者等の経営体数は現時点において

確定していないため，昨年の４月 1日現在の経営体数となっております。１９ペ

ージをお開きください。２ 最適化活動の目標 １ 最適化活動の成果目標に

ついてご説明します。まず，（１）農地の集積 ①現状及び課題ですが，こちら

は記載の通りですが，現状のこれまでの集積面積は６，３３８ヘクタールでした。

これは，農業企画課の集積担当が栃木県に報告する「担い手の農地利用集積状況

調査」に基づき算出しておりますが，ちなみに令和３年度末の集積面積は６，１

４０ヘクタールでした。新規集積面積目標１００ヘクタールを足した令和４年

度末の集積面積目標は６，２４０ヘクタールでしたので目標を達成しておりま

す。次に，②目標ですが，農地の集積の目標年度令和９年度，集積率８０パーセ

ントは本市農業委員会が定めている指針の集積目標です。今年度の新規集積面

積は，市農業公社の目標に合わせ１００ヘクタールとしております。よって今年

度末の集積面積は６，４３８ヘクタール，集積率は５４．１パーセントとなりま

す。次に（２）遊休農地の解消 ①現状及び課題ですが，現状は本年度末の遊休

農地の状況となります。課題は記載の通りです。次に，②目標 ア 既存遊休農

地の解消ですが，これは，令和３年度の遊休農地の面積をベースに定めておりま

すが，これも局長通知・課長通知に基づき定めております。a 緑区分の遊休農地

の解消 令和３年度の利用状況調査における緑区分の遊休農地面積の８ヘクタ

ールは，令和３年度の緑区分の遊休農地面積から農地として利用が著しく困難，

今後も農地として利用する見込みがないものを除外した面積となっております。 

    その下の緑区分の遊休農地の解消目標面積は，下の※にある通り，５分の１の面

積となっております。ｂ 黄区分の遊休農地の解消 令和３年度の利用状況調

査における黄区分の遊休農地の２６ヘクタールは全体の面積です。その下段の

解消のための工程表の策定方針は，基盤整備事業の実施など関係機関と検討を

進めるとしています。イの新規発生遊休農地の解消の「前年度に新規発生した緑

区分の遊休農地の解消目標面積」は２ヘクタールと設定しました。２０ページを

お開きください。（３）新規参入の促進 ①現状及び課題ですが，現状の令和４
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年度新規参入者は８経営体，１０ヘクタールでした。こちらは，これまで例年の

新規参入者としては多い結果となっております。②目標につきましては，下の※

に基づき記入しており，直近の権利移動面積の平均，平均の１割を記入しており

ます。次に２ 最適化活動の活動目標 （１）推進委員等が最適化活動を行う日

数目標ですが，１人当たりの活動日数は，前年度に決定しました活動日数と同じ

１月当たり１０日としております。今年度の一人当たりの活動日数は現在集計

しているところです。（２）活動強化月間の設定目標につきましては設定回数４

回としました。取組時期は７月の地域計画策定に向けた話合い活動，８月の農地

の利用状況調査，こちらは改選後の委員により調査になります。１０月から１１

月は，利用意向調査・利用調整，目標地図の素案の作成に向けた営農意向調査，

来年１月の地域計画策定に向けた話合い活動です。（３）新規参入相談会への参

加目標につきまして，参加回数は３８回です。上段の新規参入相談会は，今年度

１１月，１月に開催され，委員の方からも出席して頂きましたとちぎ農業経営・

就農支援センター主催の新規就農相談会です。下段は今年度は開催されません

でしたが，市農業公社が各地区に出向いて行う出前相談会です。以上が新規参入

相談会への参加目標の設定です。 

議 長  令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）について，質疑願います。 

 委 員  市，県の荒廃農地対策事業に合わせていくと７，８月の草刈りが忙しくなる。 

 事務局    農業企画課へ前もって言っておくことや，前もって写真をとっておいて，申

請してほしい。 

 委 員  農家の人が事業を理解していない。 

 事務局  もう少し周知するようにします。 

議 長  他にありませんか。 

委 員  （意見等なし） 

議 長  質疑がないので，おはかりします。令和５年度最適化活動の目標の設定等（案）

について，「原案のとおり決定する」ことに，ご異議ありませんか。 

委 員  （異議なし） 

議 長  ご異議がないので，そのように決定します。２１ページをご覧ください。報告

事項に入ります。それでは，事務局より報告願います。 

事務局  [事務局より報告第１から報告第７まで一括で報告する。] 

議 長  議案の審議は全て終了しましたが，皆様から何かございますか。 

委 員  （特になし） 

議 長  事務局から何かありますか。 

（農業委員会だより編集委員会について） 

 議 長  すべての審議が終了しましたので，以上で第３２回定例総会を終了します。 

（閉会 午後３時５０分） 


